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1　は　じ　め　に

若手県南地方，北上川下流地帯では8月中旬以降．止葉
の幸先や下葉が枯れる現象が発生した。糞枯れは，発生地
帯がササニシキ地帯であることから主にササニシキに発生

がみられた。そこで，この彙枯れ現象の原因と対策につい
て検討した。

2　調　査　権　黒

目　気象原因
昭和59年の岩手県南地帯におけるササニシキは，5月後

半からの好天に恵まれ，生育が順調に経過した。しかし，
6－7月の梅雨時期は平年より最低気温が高い高夜温が続

いたのに対し，日照量は低く経過した。このため稲体は光
合成能の低下によって養分蓄積が不十分となり，弱小茎な
どの天折が著しかった。梅雨明け後は7月下旬から8月21

日まで真夏日が連続し，最高気温は平年より4～6●Cも高
く経過した。更に8月に入り最小湿度30～50％で推移する
乾燥状態が続いていたが，8月19日には最小湿度が10％ま
で低下する過乾燥となった。このような7月下旬から8月

中旬まで続いた高温，多照，過乾燥が養分蓄槙の不十分な
稲の出穂期から登熟初期を直撃したため．稲の老化が早ま
まったことが葉枯れ発生の気象要因と考えられた。

佃　土壌条件
葉枯れの発生は二つの異なった土壌タイプの開場にみられ

た。第1の圃場は，圃場整備の際の切土によって作土層が
12mしかない浅耕土で，耕盤層が硬く砂れき質下層土か

轟1　彙枯れ発生圃場の土壌断面
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図1　昭和59年気象図

らなっている。このため椴の伸長不良や土壌養分の溶脱に

よる地力の低下によって，稲が栄養不足になり稲の老化を
促進したと思われる。第2の圃場は第1の圃場と異なり，
地下水位が高く排水不良な稲わら施用田である。この圃場

は全炭素などの土壌有機物が富化しているものの，易遺元

性マンガンの溶脱がみられず，遊離酸化鉄が少ないことな
どから，落水期においても還元状態になっている湿田であ

層位 色 土 性 腐 植 斑 紋 グライ層
粗 密

（鷹覆）
透水性

Ⅰ 7．5 Y R 冥 C L 含 む あ り － 15 中

Ⅱ 7．5 Y R 舛 C L 含 む G l 22

町 7．5 Y R 舛 S L な し － 23 大

Ⅳ 7．5 Y R ％ S 〝 な し － 16

佃　江刺市稲瀕

層位 色 土 佐 腐 植 斑 紋 グライ層
粗 密

（椚 ）
透水性

Ⅰ 2．5 G Y ～イ C L 含 む 含 む G 3 12 小

Ⅱ 10 Y R ％ C L 〝 富 む － 20 中

Ⅲ 10 Y R ％ C L あ り 含 む
－ 20

Ⅳ 10 Y R ％ C L 〝 富 む － 14
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蓑2　彙枯れ発生圃場の土壌化学性
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係　 数
（鱒 ） （％） （呼 ）

愛 宕
健 全 5．3 4．1 1．20 0．17 14．7 20 1 3 5．6 19．5 80 0 1 3．7 0．7 11 2．92

黄化 5．4 4．2 1．05 0．12 12．3 158 2 6，7 16．0 60 0 1 4．5 0．520 2．58

稲 瀬 黄化 5．2 4．2 2．28 0．23 14．9 212 5 2．6 17．7 82 0 8．4 0．450 7 2．5

るが，本年の連続高温によって異常還元になり，根ぐされ

をおこし，養分の吸収が阻害されて彙枯れが発生したもの
と思われる。
以上のように薫枯れ発生の土壌条件は違っていても．い

ずれも根の活力低下とそれに伴う稲休の栄養生理のバラン

スのくずれが，59年の気象条件と相まって彙枯れを発生さ
せたと考えられる。図2Ⅰと根の活力を測定した結果を示し
た。これは株当たりカリの溢泌量を測定した結果であるが，

健全な株に較べて棄枯れをおこした黄化稲はカリの溢泌量
が少なくなっており根の活力が低下していると考えられた。

これに対し，土壌中のアンモニア態窒素は薫枯れ発生圃場

の方が高く．活力の低下した黄化稲は土壌中のアンモニア
態窒素を吸収できないためやや多く残っているものと考え

られた。
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図2　根の活性力（愛宕圃場）
（8月22日株当たり溢泌量）

（引　彙枯れによる玄米への影響と対策
次に葉枯れが玄米の品質に与えた影響について調査した。

岩手食塩事務所管内で検査した品位格付理由によると北上
市以南．一関市までの北上川下流の薫枯れ発生地帯で乳白

や腹白が増加していた。また53年，58年よりも59年の増加
が著しかった。乳白，腹白は豊熟初期から中期のでんぷん

合成が不十分な場合に生ずるととからこのような品質低下
は糞枯れによる光合成能の低下の影轡と考えられた。同様
に葉枯れを生じた稲の玄米を調査してみると乳白，腹白の

増加と千拉垂，整拉歩合の低下がみられた。これに対して，
蒙枯れ発生時の8月22日に尿素で窒素2毎／10クを追肥し

た結果品質の向上がみられた。これは表層施肥により比較
的健康なうわ根により窒素吸収力が回復したためと思われ

る。

表3　棄枯れによる品質の影響（格付理由）

地 域

検 査 数 量 に 対 す る 割 合 （％ ） 乳 白

＋
青 未 熟 乳 白

基 部

未 熟

腹 自

未 熟

そ の 他

の 未 熟 腹 自

盛　 岡 4．2 3 ．4 0 ．4 3 ．4 16 ．9 6 ．8

岩　 手 8．9 1 ．8 0 ．1 1 ．9 1 9 ．1 3 ．7

紫　 波 3．9 1 ．7 0 ．0 1 ．7 5 ．0 3 ．4

花　 巻 3．0 4 ．‘ 0 ．2 2 ．2 5 ．6 6 ．8

北　 上 1 1 ．2 4 ．1 0 ．0 6 ．1 1 0 ．5 1 0 ．2

水　 沢 6 ．9 7 ．5 0 ．1 1 ．5 7 ．3 9 ．0

江　 刺 4 ．6 1 5 ．9 0 ．0 0 ．7 2 9 ．5 1（L 6

一　 関 2 ．2 6 ．2 0 ．4 1 ．1 1 0 ．5 7 ．3 ．

千　 厩 7．0 1 ．4 0 ．9 0 ．6 2 4 ．0 2 ．0

二　 戸 9 ．4 1 ．3 0 ．0 3 ．9 1 1 ．4 5 ．2

注．食糧事務所資料

←麒白未熟

乳自

存未熟

53年　　　58年　　　59年

図3　整粒に対する品質割合
（江刺市）

蓑4　異常薫枯れによる品質への影響と追肥対策
の効果（1．7鱒以上）

花．追肥：N・－2り／10〃　8月228

3　　ま　　と　　め

59年岩手県南地帯に発生した彙枯れ現象は，高温・多照・
過乾燥という特異現象によって根の活力が低下しそれに伴

う栄養生理のバランス不良によるものと考えられた。対策
として後期追肥による光合成能の維持向上や根の機能増進

を図るとともに，従来から言われている深軌有機物多投
による地力維持と透水性付与などの土壌改良対策が必要で
あると思われる。
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